
２
月
25
日
、
長
野
県
内
の
民
主
、
共
産
、
社
民

各
党
が
長
野
市
内
で
会
談
し
、
民
主
か
ら
立
候
補

を
予
定
す
る
元
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
で
新
人
の

杉
尾
ひ
で
や
氏
に
候
補
を
一
本
化
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
３
月
７
日
、
日
本
共
産

党
長
野
県
委
員
会
と
民
主
党
長
野
県
連
、
杉
尾
ひ

で
や
氏
が
政
策
協
定
に
調

印
し
、
長
野
選
挙
区
は
野

党
統
一
候
補
と
し
て
一
本

化
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

県
労
連
を
は
じ
め
、
県

内
の
様
々
な
市
民
団

体
が
「
野
党
は
共

闘
」
「
戦
争
法
廃
止
」
「
立
憲
主
義
の
回
復
を
」

を
求
め
て
運
動
を
し
て
き
た
こ
と
が
野
党
統
一
候

補
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

憲
法
違
反
の
戦
争
法
廃
止
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
の
閣
議
決
定
撤
回
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

長
野
県
の
野
党
共
闘
実
現
は
、
全
国
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。

２
０
０
０
万
人
統
一
署
名
を
さ
ら
に
推
進
さ
せ
、

確
か
な
動
き
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

春
闘
勝
利
へ
の
大
き
な
激
励
と
も
な
り
ま
す
。

す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
金
底
上
げ
の
実
現
に
奮
闘

し
ま
し
ょ
う
。

明
日
、
10
日
は
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
第
一
次
リ
レ
ー
ス

ト
で
す
。
17
日
は
統
一
行
動
日
で
医
労
連
中
心
に

ス
ト
ラ
イ
キ
行
動
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
ず
、
大
幅
賃
上
げ
実
現
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。
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３月9日

3.8国際女性
ﾃﾞｰ長野集会
に参加して

長野合唱団の素晴ら
しい歌声と共に始まっ
た国際女性デー長野
集会。
清水まなぶさんに
「過去から学び、未
来へ受け継ぐ 平和

と希望」と題して自身で作った歌を交え、幸せとは、戦争とは、
どうしたら戦争はとめられるのかなど、戦争体験者を訪問して
聞いて回った生々しい体験談の中から感じたこと、学んだこと
をお話頂きました。
ふたたび戦争という過ちを繰り返さないために戦争体験者が少
なくなる中、戦争の恐怖・残酷さを①学び②次の世代にしっか
りと伝えていくこと③自分のことばかり主張するのではなく、
相手を認めることなど、過去から学んだことを歌声と共に伝え
て頂きました。
一時間という短い時間でしたが、とても有意義な時を過ごせ、
今という時を大切に、生きているキセキを大切に今後の戦争法
反対の運動をもっともっと活発にしていかなければいけないと
再認識する集会でした。（八重田）

長
野
選
挙
区
・
野
党
統
一

予
定
候
補

杉
尾

ひ
で
や

氏

野党３党「共同フリーテー
ブル」に参加しよう

３月20日（日）13：30～

ホテル国際21 ３Ｆ「千歳」
野党３党と杉尾氏による共闘協定

の調印式と市民団体・県民との懇談

を行います。

各組織から代表参加を積極的にお

願いします。

日本共産党からもお誘いがありま

した。

春闘・争議勝利決起集会in
松本が２月27日（土）に松本駅前で開催され、約70名が参
加しました。南安、諏訪、上伊那、飯伊からも参加。JMITUフク

ダ電子争議、老健あずみの里争議の報告と各地区労連の決意表明

がされました。

戦争法廃止で安倍暴走

政治のストップと大幅賃

上げを勝ち取ろうと菅田

副議長も訴えました。

昨年より少ない参加者

でしたが、天候に恵まれ、

市内を元気にアピールし

ました。

ＪＭＩＴＵ長野地方本部は１月、県内の製造業を中心
とした中立及び連合の労働組合をオルグしました。目的
の第１は、坂口オルガン針労組執行委員長を会長とする長野県金
属機械労働組合懇談会の取り組みとして、１６春闘での共同を申
し入れることです。ＪＭＩＴＵとしては、組織拡大にむけた情報
を収集ことも目的としてこれまで、訪問を繰り返してきました。
（１）昨年末一時金についてみると、２ヶ月台が多くみられまし
た。全体として、企業や業種による業績のバラツキが顕著となっ
ていて、企業業績がそのまま労働者に押し付けられており、３ヶ
月がある一方、０．５ヶ月が１労組、ゼロが２労組ありました。
（２）今後の企業業績の見通しについて、下期は厳しいと回答す
る労組が多く、１６春闘に対する「大きな期待」は、ほとんど聞
かれませんでした。
（３）中立労組の組合役員は、１年交代であり、労働組合として
の蓄積も前任者からの引継もないまま業績悪化のなかで悩んでい

る委員長がいました。一方、「大企業の組合役員は、組合から賃
金をもらっているが、私たちは会社から賃金をもらっており、会
社に対しそんなにつよく主張できない」と本音を述べる委員長も
いました。
（４）「金属産業ではたらく仲間のアンケート」への協力が４労
組、戦争法と労働法制の署名への協力が１労組。諏訪地方の各労
組に対して、国民春闘闘争委員会「はたらくみんなの要求アンケー
ト」（ハガキを切り取り返送するもの）を組合員数持ち込んだ結
果、取り組みの約束をいくつかの労組から得ました。
ＪＭＩＴＵ長野地方本部は、労組訪問結果を分析し、①共同を追
求する労組、②ＪＭＩＴＵへの加入を推進する労組などに分け、
取り組みを続けます。

16春闘での共同を呼びかけ、４２の製造関
連労組をオルグ


